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食べる機能とは？

• 摂食嚥下機能：食べる動作から飲み込みまで

• 咀嚼嚥下機能：咀嚼運動から嚥下運動までの動作

• 口腔機能 ：食べる・話す・呼吸する等



食べる機能の発達とは？

• 哺乳から離乳、そして幼児食までのプロセス

• 歯の萌出から、かみ合わせまで関係する

• 頸定から、座位、つかまり立ち、独歩など全身発達

上記が総合的に関わっている



こどもの食事で心配なこと
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日本歯科医学会重点研究委員会: 日本歯科学会重点研究「子どもの食の問題に関する調査」報告書，2015 年1 月
http://www.jads.jp/activity/search/shokunomondai_report.pdf

乳幼児期～学童期まで
各ステージで問題は変わっていく



機能発達の面からみた各ライフステージにおける
摂食機能障害の発生

口腔機能発達不全症と口腔機能低下症は対になるもの

金子芳洋：障害者の摂食のためのリハビリテー ション．日本歯科医師会雑誌，43:143-148, 1990. 1990



日本歯科医学会より



（乳児：０歳児)と成人の解剖比較

Arvedson, Lefton-Greif: Pediatric videofluoroscopic
swallow studies, Communication Skill Builders, Texas, 1998.より一部改変 
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こどもの食事で困っていること

平成27年乳幼児栄養調査結果の概要（厚生労働省）より抜粋



弘中の患者保護者より許可を得て掲載

きれいに作られた離乳食



食べることがうまくいかない
その要因を確認

弘中祥司：日本歯科医歯科医雑誌より一部改変

• 生育歴から解ること（例）

母乳・哺乳瓶の使用期間 → 哺乳瓶の使用が習癖の可能性

粗大運動発達の獲得時期 → 獲得時期による影響

よだれかけ（スタイ）の使用頻度 → 口腔乾燥の可能性

• 家庭の食事から解ること（例）

野菜の摂取方法 → 咀嚼機能の獲得状況

普段よく食べる料理 → 偏食の状況

保護者の介助頻度→ 食べることに関する自立の状況

一人一人のこどもの発育・発達に応じた支援が重要



上手に食べるための３つの条件
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弘中作図



座位安定
乳前歯咬合完成

歩行安定
第一乳臼歯萌出

→幼児食開始

乳歯列咬合安定
水分摂取安定

無歯期
哺乳安定

定頸 座位可 つかまり立ち可 歩行可

哺乳から離乳への流れ

（田角 勝，小児の摂食嚥下リハビリテーション第２版 2014 医歯薬出版より一部改変）



食べ方と乳歯の萌出時期

日本人小児における乳歯・永久歯の萌出時期に関する調査研究．小児歯誌，2019

第一乳臼歯Dは

萌出時期が幅広い

幼児期初期のKey



摂食嚥下障害の原因疾患

１．未熟性（未熟児、低体重児、早産児）

２．解剖学的な構造異常（先天性、後天性）
口蓋裂、小顎症、喉頭軟化症、食道狭窄症など

３．中枢神経、末梢神経、筋障害
 脳性麻痺、染色体異常、筋ジストロフィー症など

４．咽頭・食道機能障害
輪状咽頭筋機能不全、食道無弛緩症（アカラシア）など

５．精神心理的問題
     摂食拒否、経管依存症など

６．その他
  口腔乾燥症など

引用：田角 勝 摂食嚥下リハビリテーション：医歯薬出版1996より



こども家庭庁：https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/6790a829-
15c7-49d3-9156-9e40e8d9c20c/59a3df7e/20230401_policies_boshihoken_junyuu_06.pdf



こども家庭庁：https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/6790a829-
15c7-49d3-9156-9e40e8d9c20c/59a3df7e/20230401_policies_boshihoken_junyuu_06.pdf



舌の機能発達順序（中枢→末梢理論）

後方のみ：吸啜

後方＋中央
押しつぶし

前方
すりつぶし
発語機能

弘中作図



第一乳臼歯の萌出時期

（１歳６か月頃）



高齢者から学ぶ栄養と口腔機能
茨城県の保育園児100〜200名の
筋力(筋肉量)や咬合力・舌圧を測定

Fujii, Hironaka 2017 JOT

噛む力と全身の筋力は比例します



まずは体幹（筋力）

体が柔軟なこどもは要注意！

幼児期は、舌圧がポイント

学童期は、徐々に口唇圧低下が顕著に

R. Ikeda,,,S. Hironaka, PDJ 2023



口腔機能を評価する
「ぶくぶくテスト」

スコア 判定基準

1 口に水が入れられない。

2
口に水を入れることが出来るが、
そのまま飲み込むか口の外に零れる。

3

口に水を数秒間含めていられる。
左右対称にぶくぶくできる。
左右非対称にぶくぶくできるが頭も一緒に動いてしま
う。

4
左右非対称にぶくぶくできるが水が零れてしまう。
左右非対称にぶくぶくできるが遅い。

5 左右非対称に上手に動かせる。

判定基準

スコア1～3を「左右非対称に動かせない群」
スコア4,5を「左右非対称に動かせる群」
として、2つの群に分けて評価を行った。

A. Ogawa,,,S. Hironaka et.al. PDJ 2017



5歳以上なら、ぶくぶくうがいが出来るはず！
園でもできる簡単なチェック

教室員のお子さん、許可を得て掲示
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Asamiらの報告：各年齢における最大舌圧値
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口唇閉鎖力発達曲線（上段：男子、下段：女子）
(出典：Saitoh I，et al. Ped Dent J 2017;27:115-120.)
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3歳～5歳と12歳～15歳に発達が顕著である。

3歳～5歳の立ち上がりが重要となる。この時期
の発達過程が、その後の口唇閉鎖力に影響する。



保護者がこどもの食事を心配している場合は、
こどもの口腔機能を確認し、発達に応じた支援を行うことが重要
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C. Ota,,,,S. Hironaka, PDJ 2022



こどもの口腔機能を確認し、発達に応じた支援とは？

・口の大きさに合わせた食具を選びましょう

→大きすぎる：一口量が多くなる→咀嚼運動が出来づらい→丸のみに

・口の動き（機能）に合わせた食材の固さ、大きさに調整しましょう

→固すぎる：→口から出す、あるいは窒息の危険性にも

→軟らかすぎる：→あまり噛まない→丸のみ傾向に



鼻疾患の増加
日本人全体で、鼻疾患が増加しています。こどもも気をつけたいです。

（一社）日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会より引用



最後にひとこと、口の大きさに合った
食具も大切です



御聴講ありがとうございました。
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